（様式18）

〇〇大学大学院○○研究科○○専攻

知的財産専門職大学院認証評価
所見記入用紙・分科会報告書
（様式）
評価委員氏名　　　　　　　　　　　　　　　
１　使命・目的
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

１－１　目的の設定及び学則等への明記

１－２　目的の適切性
１－３　目的の学内周知

１－４　目的を実現するためのアクション・プランの策定

　

１－５　特色ある取り組み
　
　　
〈長所として特記すべき事項〉

　　
〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
２　教育内容・方法・成果（１）教育課程・教育内容
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

２－１　学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の明文化並びに学生への周知
２－２　教育課程の編成・実施方針に基づく適切な教育課程の編成
２－３　「知的財産推進計画」、社会からの要請、学術の発展動向、学生の多様なニーズ等に対応した教育課程編成への配慮

２－４　各授業科目の単位数の適切な設定

２－５　履修科目登録の適切な上限設定
２－６　他の大学院又は入学前において修得した単位等の認定方法の適切性

２－７　課程修了の要件の適切性

２－８　課程修了認定の基準・方法の学生への明示

２－９　在学期間の短縮の適切性
２－10　在学期間の短縮の基準・方法の学生への明示及び適切な運用
２－11　授与する学位の適切性
　

２－12　特色ある取り組み
　
　　
〈長所として特記すべき事項〉

　　
〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
２　教育内容・方法・成果（２）教育方法
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

２－13　履修指導、学習相談の適切性
２－14　インターンシップ・実習等の実施に関する守秘義務への対応及び学生への指導の適切性
２－15　授業科目における学生数の適切な設定

２－16　実践的な教育の充実に向けた適切な教育方法や授業形態の採用

２－17　遠隔授業を行う際の授業科目の設定

２－18　通信教育による授業を行う際の授業科目の設定
２－19　学生の履修に配慮した授業時間帯や時間割等の設定

２－20　授業計画等を明示したシラバスの作成

２－21　シラバスに従った適切な授業の実施

２－22　成績評価の基準・方法の策定及び明示
２－23　成績評価の客観的かつ厳格な実施

２－24　成績評価の客観性及び厳格性を担保するための適切な仕組みの導入
２－25　ＦＤ体制の整備及びその実施
２－26　教員の実務上の知見の充実及び教育上の指導能力の向上

２－27　学生による授業評価
２－28　ＦＤ活動の有効性
２－29　特色ある取り組み 
　
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
２　教育内容・方法・成果（３）成果
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

２－30　教育成果の評価
２－31　教育成果の検証とその活用
　
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
３　教員・教員組織

評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

３－１　専任教員数に関する法令上の基準の遵守

３－２　法令上必要とされる専任教員数における教授の数（専任教員数の半数以上）
３－３　教員の専門分野に関する高度な指導能力の具備
３－４　法令上必要とされる専任教員数における実務家教員の数（５年以上の知的財産分野における実務の経験を有し、かつ高度の実務能力を有する教員が概ね３割以上の割合）
３－５　各科目における専任教員の適切な配置

３－６　専任の教授又は准教授の科目配置、兼担・兼任教員が担当する場合の基準・手続の適切性
３－７　専任教員の年齢構成
３－８　職業経歴、国際経験等の多様性や性別のバランスを考慮した教員構成
３－９　教員組織の編制方針及びこれに基づく教員組織編制

３－10　教員の募集・任免・昇格の基準、手続に関する規程の整備及びその公正な運用
３－11　専任教員の教育研究活動等を適切に評価する仕組みの整備
３－12　特色ある取り組み
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
４　学生の受け入れ

評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

４－１　学生の受け入れ方針の設定及びその公表

４－２　選抜方法及び選抜手続の設定並びにその公表
４－３　学生の適切かつ公正な受け入れ
４－４　障がいのある者への配慮
４－５　入学定員に対する入学者数及び学生収容定員に対する在籍学生数の管理
４－６　入学者選抜の実施体制とその検証
４－７　特色ある取り組み
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

　
〈質問事項〉

５　学生支援

評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

５－１　学生生活に関する相談・支援体制の整備及び効果的な支援の実施
５－２　各種ハラスメントに関する規程と相談体制の整備及び学生への周知
５－３　奨学金などの経済的支援に関する相談・支援体制の整備
５－４　障がいのある者、留学生、社会人学生等を受け入れるための支援体制の整備及び支援の実施
５－５　進路に関する相談・支援体制及び把握体制の整備
５－６　特色ある取り組み
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
６　教育研究等環境
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

６－１　講義室、演習室その他の施設・設備の整備
６－２　学生用スペースの整備と効果的な利用
６－３　障がいのある者のための施設・設備の整備
６－４　情報インフラストラクチャーの整備
６－５　教育研究に資する人的支援体制の整備
６－６　専任教員の授業担当時間の適切性

６－７　専任教員への個人研究費の適切な配分及び個人研究室等施設の整備

６－８　専任教員の教育研究活動に必要な機会の保障
６－９　図書館における図書・電子媒体を含む各種資料の計画的・体系的な整備
６－10　図書館の利用規程や開館時間
６－11　特色ある取り組み
　

　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
７　管理運営
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

７－１　管理運営のための固有の組織体制の整備
７－２　管理運営に関する規程等の整備及びその運用
７－３　知的財産専門職大学院固有の管理運営を行う専任教員組織の長の任免等の適切性
７－４　知的財産専門職大学院と関係する学部・研究科等との連携・役割分担
７－５　企業、その他外部機関との連携・協働
７－６　教育研究活動の環境整備のための財政基盤と資金の確保
７－７　事務組織の整備及び職員配置
７－８　事務組織と関係組織との有機的な連携及びその運営
７－９　特色ある取り組み
　
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
８　点検・評価、情報公開
評定（　Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ　）
〈概評〉

８－１　自己点検・評価のための組織体制の整備及び自己点検・評価の実施

８－２　自己点検・評価や認証評価の結果を改善・向上に結び付けるための仕組みの整備

８－３　認証評価機関等からの指摘事項への対応

８－４　組織運営と諸活動の状況に関する情報公開

８－５　自己点検・評価の結果の公表

８－６　特色ある取り組み
　　

〈長所として特記すべき事項〉
　　

〈問題点として指摘すべき事項〉

〈改善を勧告すべき事項〉

〈質問事項〉
 [総合評価]







　〈認定の可否〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　可　　否　）

　〈総　評〉　
（ⅰ）　認定の可否、目的の達成状況、当該知的財産専門職大学院の長所のうち、特色となっている長所、勧告を含む問題点
評価の結果、貴大学○○研究科は、本協会の知的財産専門職大学院基準に適合している。

貴大学○○研究科は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○という目的を設定しており、専門職学位制度の目的に適合しているものと認める。また、この目的は、教職員には○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○や△△△△△△△△△△△△という機会を通して、学生には○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○や△△△△△△△△△△△△という方法により周知している。加えて、ホームページや大学案内などを通じて、社会一般に広く明らかにしている。

目的の達成状況は、全般的におおむね達成しており、××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××（例：規模や地域性など）という状況下で、＜当該知的財産専門職大学院の指摘事項のうち、特長となっている長所＞○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○や△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□のような長所を発揮し、特色ある教育を行っている。また、その結果として、＜特色となっている長所の効果など＞□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□という実績を示している。

しかし、＜当該知的財産専門職大学院の指摘事項のうち、大きな問題点や課題＞○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○や△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□のような問題点も認められ、××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××という事情も考慮できるが、これらの点の改善に努めることが望まれる。

[実地調査の際の質問事項]
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